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第５号 

岩 手 県 立 花 泉 高 等 学 校 
 
岩手県一関市花泉町字花泉字林の沢 17-9 

TEL 0191-82-3363 FAX 0191-82-5448 
URL : http://www2.iwate-ed.jp/han-h/  

長の千葉唯斗さんの答辞が、花高に対する愛校心や保護者に対する

感謝の気持ちで綴られました。“ 終わってみればあっという間の３

年間でした”と、ほとんどの卒業生が感じる瞬間でした。この３年間

は中身の詰まった充実した時間となりました。花泉高校での貴重な

経験は、卒業生にとってこれから生きるうえでの大きな糧となって、

いつまでも褪せない鮮やかな思い出となることでしょう。母校を誇

りに想い、人生という大海原を洋々と航行してください。 

 

 卒業式を目前に行われた入会式には高橋仁省同窓会長様をはじめ、役

員の皆様が来校され、卒業と入会をお祝いくださいました。第７１回生

となる卒業生には、記念品として卒業証書入れが同窓会より贈られまし

た。また、学年から４名が評議員として委嘱されました。同窓会の総会

は毎年６月の第３土曜日に開催されます。これからは９千名を超える花

高同窓生のひとりとして、花高をそれぞれの位置から支えてください。 

↑ 令和２年度卒業証書授与式 ↑ 

 

 静寂と緊張の中、卒業生はゆっくりと体育館に入場してきました。

マスクの着用も、この一年コロナ対策として普通のことになりまし

た。保護者と在校生が同席できる花泉高校の卒業証書授与式が始ま

りました。卒業証書は、校長先生から全員に直接授与されました。校

長先生の式辞とＰＴＡ会長さんの祝辞が卒業生に対するはなむけの

言葉としてやさしく体育館に響きました。現生徒会長の真柄睦生さ

んの先輩に対する感謝の気持ちを込めた送辞に引き続き、前生徒会 

３年生にとって、進路の実現は高校生活の中で最も重要な取

組の１つです。長い時間、努力を積み重ねて手にする合格や内

定はそれまでの人生の中でも苦しく辛いものかも知れません。

３年生は自分の経験として、後輩たちに語りかけました。実感

がこもった内容に、後輩たちは吸い込まれるように傾聴しまし

た。｢進学するためにはどのような勉強をすればいいのか。｣

「就職するためにはいつから面接練習をすればいいのか。」な

ど自然と湧いてくる、少しの焦りがまじった疑問を感じている

ようすでした。自分の進路を実現するためには、自分は将来何

がしたいのかを考える必要があります。そのためには自分自身

を客観的に見つめる時間が必要となります。卒業時の目標を設

定し、達成のための努力をスタートさせていきましょう。 

↑ 高橋同窓会長から歓迎のことば      ↑ 評議員を委嘱された４名 

 

↑ 進路実現のために取り組んだ経験談を後輩に語る３年生 ↑ 
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令和２年度合格先一覧 定期人事異動により転出される先生方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学 釧路公立大学                  就職   

東北工業大学 

石巻専修大学 

岩手県立大学盛岡短期大学部 

山形県立米沢女子短期大学 

修紅短期大学 

国際医療福祉専門学校一関校 

水沢学苑看護専門学校 

盛岡看護医療専門学校 

東北ヘアモード学院 

大原スポーツ公務員専門学校 

仙台ヘアメイク専門学校 

仙台総合ペット専門学校 

仙台デザイン＆テクノロジー専門学校 

仙台デザイン専門学校 

東北電子専門学校 

日本デザイナー学院 

特定非営利活動法人ケアセンターいこい 

日本端子株式会社 

有限会社古戦場商事 

株式会社石川設備 

ＳＷＳ東日本株式会社 

株式会社ＳＨＯＥＩ 

株式会社ＬＩＸＩＬ物流 

社会福祉法人柏寿会 

第一貨物株式会社 

株式会社テックス 

陸上自衛隊 自衛官候補生 

 

 

卒業を控えた３年生を対象に日本年金機構から講師をお迎えして年

金に関するセミナーが行われました。将来に向けて安定的に年金制度

が運営されるためには、公的年金の意義や必要性について正しく理解

することが大切です。セミナーではスライドや映像、人生のシミュレ

ーションなどわかりやすい教材を使って指導していただきました。聞

いたことはあるが、年金ってなんだかわからなかったとか、大学に進

学しても２０歳になったら保険料を納めなければならないことを初め

て知ったとか、セミナーをとおして理解できたことがたくさんありま

した。ぜひ、「人生の時間を早送りして、想像してみよう！」 

全校で取り組んだ福祉作文の表彰式が花泉総合福祉センターで行わ

れました。例年「実践交流のつどい」の中で行われていたものですが

コロナの影響で、感染対策がとられた中で単独開催となりました。 

入賞されたみなさん、おめでとうございました。 

最優秀賞（３名） ３年南浦 笙  ２年佐藤汰一  １年中居 彩 

優 秀 賞（５名） ３年小野寺希  ３年菅原怜奈  ３年鈴木景太 

          ２年佐々木悠翔         １年菊地悠月 

 

副 校 長  

指 導 教 諭 

教 諭 

講 師 

養護助教諭 

沼澤信典先生 

菅原寿昭先生 

木村 敦先生 

佐々木光先生 

吉田美和先生 

盛岡農業高校へ 

紫波総合高校へ 

花巻農業高校へ 

不来方高校へ 

盛岡第四高校へ 

 

茶道部によるお茶会が放課後セミナーハウス２階の 

和室で行われました。今年度は発表の場がコロナによ 

ってほとんどなくなってしまい、校内ではありますが、 

部員が協力し合って開催できました。お茶会を訪れた嶋校長先生

は、「おいしいお茶をいただきました。今年は文化祭での発表の場

面がなかったので残念でしたが、今日来ることができて良かったで

す。みなさん頑張ってください。」と励まされていました。新年度

こそお手前を披露できる機会がたくさんあることを期待します。 

 

３年生を目前に控え、外部講師をお迎えし、進学希望者と就職

希望者にわかれてガイダンスが行われました。進学では、取り組

むべきことを整理して今後の学習や学校生活の在り方を考えるこ

と、就職では、社会人と 

なるにあたっての心構え 

や自己の適性を知り将来 

設計を組み立てることな 

どを目的として実施され 

ました。高校卒業の進路 

は、みな同じではありま 

せん。その対策もそれぞ 

れ異なります。どれだけ 

主体的に自分のこととし 

て、取り組めるかがポイ 

ントとなりますので頑張 

っていきましょう！ 


